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か
つ
て
の
戦
争
で
日
本
の
国
は
戦
争
の
終
結
を

先
送
り
に
し
て
、
米
軍
の
空
襲
や
原
爆
投
下
に
よ

っ
て
国
民
の
犠
牲
と
被
害
を
甚
大
に
し
た
。 

日
本
国
憲
法
の
も
と
で
も
「
戦
争
被
害
な
い
し

戦
争
損
害
は
、
国
の
存
亡
に
係
わ
る
非
常
事
態
の

下
で
は
、
国
民
の
等
し
く
受
忍
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
こ
ろ
」
と
い
う
国
と
司
法
の
論
理
で
、
国

民
に
戦
争
被
害
の
受
忍
を
強
い
て
き
た
。 

そ
れ
な
の
に
、
元
軍
人
・
軍
属
に
は
孫
の
代
に

な
っ
て
も
手
厚
い
国
家
補
償
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。

靖
国
参
拝
に
こ
だ
わ
る
安
倍
首
相
（
以
下
は
安
倍

と
記
す
）
や
政
治
家
は
、
一
般
戦
争
被
害
者
へ
の

差
別
と
他
国
へ
の
加
害
責
任
に
は
誠
実
に
向
き
合

う
姿
勢
を
も
た
な
い
。 

自
分
の
爺
さ
ん
の
悲
願
を
口
に
し
て
権
力
を
私

物
化
し
「
戦
争
を
す
る
国
」
を
め
ざ
す
安
倍
は
、 

       

戦
争
を
し
な
い
で
日
本
の
安
全
と
民
主
主
義
を
保

っ
て
き
た
戦
後
の
平
和
主
義
を
破
壊
し
て
い
る
。 

 

「
戦
争
す
る
国
」
へ
安
倍
の
暴
走
と
動
揺 

 
第
２
次
安
倍
政
権
は
昨
年
夏
、
96
条
改
憲
の

目
論
見
が
頓
挫
す
る
と
、
周
り
に
取
り
巻
き
を
配

し
着
々
と
解
釈
に
よ
る
改
憲
を
試
行
錯
誤
し
て
き

た
。
日
本
版
「
国
家
安
全
保
障
会
議
（
Ｎ
Ｓ

Ｃ
）」
を
創
設
し
、
12
月
６
日
に
は
「
秘
密
保
護

法
」
を
強
行
採
決
で
成
立
さ
せ
た
。 

本
年
４
月
１
日
に
は
、
閣
議
決
定
に
よ
る
「
武

器
輸
出
三
原
則
」
を
「
防
衛
装
備
移
転
三
原
則
」

と
名
を
変
え
、
武
器
の
輸
出
が
解
禁
さ
れ
た
。
早

速
３
日
に
は
防
衛
省
が
防
衛
産
業
の
強
化
戦
略
案 

       

を
ま
と
め
、
官
民
一
体
で
武
器
輸
出
を
推
進
す
る

方
針
を
示
し
た
。 

安
倍
は
解
釈
改
憲
の
企
て
と
と
も
に
、
明
文
改

憲
の
道
も
進
め
て
い
る
。
４
月
17
日
午
前
中
に
、

衆
議
院
憲
法
審
査
会
を
再
開
さ
せ
た
。
そ
の
日
の

昼
に
議
員
会
館
前
で
、
５
・
３
憲
法
集
会
実
行
委

員
会
主
催
に
よ
り
「
改
憲
手
続
き
法
は
い
ら
な
い

４
・
17
抗
議
集
会
」
が
行
わ
れ
た
。 

４
月
20
日
の
新
聞
報
道
で
は
、
安
倍
が
年
末

に
再
改
訂
す
る
「
日
米
防
衛
協
力
の
た
め
の
指

針
」（
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
）
に
集
団
的
自
衛
権
の
行

使
を
容
認
す
る
憲
法
解
釈
の
変
更
を
反
映
さ
せ
た

い
と
の
考
え
を
示
し
て
い
た
。
菅
官
房
長
官
は
憲

法
解
釈
の
変
更
に
よ
る
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
容

認
に
つ
い
て
「
連
休
後
、
大
き
な
問
題
に
な
っ
て

く
る
」
と
述
べ
て
い
る
。 



◆時の動き 
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「
解
釈
で
憲
法
９
条
を
壊
す
な
！ 

４
・
８
大
集
会
」
と
今
後
の
運
動 

 

「『
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
』
は
海
外
で
戦
争

を
す
る
こ
と
で
あ
り
、
時
の
政
権
が
閣
議
決
定
で

勝
手
に
憲
法
を
解
釈
で
変
え
て
し
ま
う
の
は
立
憲

主
義
に
も
反
す
る
」
こ
と
を
広
げ
る
た
め
に
、
賛

同
団
体
の
努
力
を
結
集
し
て
緊
急
に
取
り
組
ん
だ
。 

              

当
日
は
、
日
比
谷
野
音
に
５
０
０
０
人
が
集
ま

り
、
集
会
で
は
「『
秘
密
保
護
法
』
廃
止
へ
！ 

実
行
委
員
会
」、「
戦
争
を
さ
せ
な
い
１
０
０
０
人

委
員
会
」、「
日
本
弁
護
士
連
合
会
憲
法
委
員
会
」

の
３
団
体
か
ら
連
帯
挨
拶
が
あ
り
、「
イ
ラ
ク
戦

争
の
検
証
を
求
め
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」、「
平
和
を

つ
く
り
出
す
宗
教
者
ネ
ッ
ト
」
、
「
日
本
出
版
労

連
」
な
ど
の
ス
ピ
ー
チ
と
政
党
（
共
産
党
、
社
民

党
、
民
主
党
、
生
活
の
党
）
か
ら
代
表
挨
拶
を
受

け
た
。
会
場
に
は
新
社
会
党
の
旗
も
な
び
い
た
。 

大
江
健
三
郎
さ
ん
は
初
め
に
、
文
学
者
と
し
て

の
立
場
か
ら
「
夏
目
漱
石
が
『
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
』
を
『
示
威
行
動
』
と
い
う
言
葉
で
翻
訳

し
た
」
こ
と
を
紹
介
し
た
。
そ
し
て
、
日
本
は
敗

戦
に
よ
り
「
67
年
前
に
新
し
い
時
代
の
精
神
と

し
て
、
新
し
い
憲
法
を
作
っ
た
」「
私
の
人
生
は
、

新
し
い
憲
法
、
民
主
主
義
を
守
る
と
い
う
新
し
い

時
代
の
精
神
で
生
き
て
き
た
。
死
ぬ
ま
で
守
り
抜

き
た
い
」
と
決
意
を
こ
め
て
話
さ
れ
た
。 

最
後
に
「
私
達
が
で
き
る
こ
と
は
何
か
。
と
り

う
る
方
法
は
何
か
。
デ
モ
で
、
声
を
大
き
く
し
て

変
え
る
し
か
な
い
。
未
来
の
子
ど
も
た
ち
に
私
た

ち
が
護
り
う
る
時
代
の
精
神
を
、
も
っ
と
も
大
切 

で
も
っ
と
も
難
し
い
仕
事
は
、
こ
の
集
会
か
ら
こ

の
デ
モ
か
ら
始
ま
る
ん
だ
と
自
覚
し
た
い
。
し
っ 

か
り
や
り
ま
し
ょ
う
」
と
呼
び
か
け
た
。
集
会
後
、

国
会
請
願
コ
ー
ス
と
銀
座
コ
ー
ス
に
分
か
れ
て
デ

モ
行
進
し
た
。 

私
た
ち
は
安
穏
と
し
て
い
ら
れ
な
い
。
日
々
、

国
会
情
勢
の
進
行
を
念
頭
に
お
い
て
、
安
倍
の
暴

走
に
歯
止
め
を
か
け
る
運
動
を
作
り
出
し
て
い
か

な
く
て
は
な
ら
な
い
。「
国
会
議
員
と
市
民
の
勉

強
会
」
も
７
回
行
わ
れ
、
国
会
内
外
の
運
動
の
構

築
も
共
有
し
て
き
た
。
議
員
要
請
行
動
も
始
め
ら

れ
て
い
る
。 

４
月
22
日
（
火
）「
安
倍
首
相
の
お
友
達
だ
け

で
構
成
さ
れ
て
い
る
『
安
保
法
制
懇
』
の
『
報
告

書
』
は
欺
瞞
だ
！ 

抗
議
集
会
」
を
第
二
議
員
会

館
前
で
行
っ
た
。
連
休
前
に
も
「
安
保
法
制
懇
報

告
書
提
出
」
の
動
き
が
出
た
ら
緊
急
集
会
や
、
５

月
13
日
（
火
）
国
会
包
囲
ヒ
ュ
ー
マ
ン
チ
ェ
ー

ン
な
ど
世
論
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
共
同
行
動
の
輪
を

拡
げ
て
い
く
。 

改
憲
が
具
体
的
日
程
に
上
っ
て
い
る
。
労
働
組

合
の
決
起
を
切
に
願
っ
て
い
る
。 

４
月
24
日 

記
（
ち
ば 

と
し
え
） 

「解釈で憲法９条を壊すな！４・８大集会」後のデモ行進 


